２００８　多文化共生教育を考える連続講座

～第１回　在日韓国・朝鮮人教育の
　　　　　　　「過去」「現在」「未来」を語る～
コリアＮＧＯセンター事務局長　金　光敏さんを迎えて
　みなさま、新年度を迎えいかがお過ごしでしょうか？

　さて、高槻市は戦時中から在日韓国・朝鮮人が多く住む地域だったこともあり、早くから在日韓国・朝鮮人教育（在日外国人教育）を取り組んできました。その教育は、自らの立場を隠し否定する在日韓国・朝鮮人の子どもたちが、日本人生徒と認め合える仲間関係が作られる中、立場宣言や本名宣言をするなど誇りを持って立ち上がることのできるものでした。
　そして近年ではニューカマーの子どもたちのアイデンティティを確立するために「多文化共生・国際理解教育事業」として取り組んでいました。

　しかし、大変残念なことに高槻市は２００３年３月３１日をもって「多文化共生・国際理解教育事業」を縮小・廃止しました。

　そして、２００４年３月１日、高槻市に住む外国にルーツを持つ子どもたち５０人が原告となって提訴し「高槻マイノリティ教育権訴訟」を起こしました。しかし、今年１月２３日地方裁判所は、私たちの訴えをすべて棄却しました。
　様々な国にルーツを持つマイノリティの子どもたちの教育権が侵害されています。現在も「多文化子ども会」を自分の居場所として集まっている子どもたちがいます。外国にルーツを持つ子どもたちが、学校でそして地域で生き生きと過ごせる社会を求めて私たちは、高等裁判所に控訴しました。今、大事なことは、子どもたちのおかれている現状をしっかりと認識し、子どもたちを教育していくことです。そのためにも在日韓国・朝鮮人教育（多文化共生教育）の「過去」「現在」「未来」について、ひざを突き合わせてじっくり語り合いましょう。
	日時：　４月２５日（金）　午後６時３０分～午後８時

場所：　高槻むくげの会　高槻市城内町１－３５　（０７２）６７１－１２３９

交流会費：１０００円（５００円）＜８時～むくげで交流会をします。＞
主催―高槻むくげの会

共催―高槻マイノリティ教育権訴訟支援協議会

連絡先―高槻市城内町１－３５　　℡（０７２）６７１－１２３９


ぜひ参加してください、よろしくお願いします。
